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研究成果の概要（和文）：ICT利用オンライン協働ライティングの効果、及び学習者の意識変化について、オン
ライン上での学習プロセスを観察するルールを用い、協働学習がうまく進みタスクを遂行できたグループと、う
まく進まなかったグループの比較を行いました。その結果うまく協働活動を行えなかったグループはタスクの初
期段階でつまずき、その後の作業も満足いく成果を出せなかった結果、協働学習への評価が低くなる一方、遂行
できたグループはタスクが進むにつれ言語意識が高まり、協働学習への評価も高くなることが分かった。故に本
研究はオンライン協働学習タスクを成功に導く指標は「タスクの初期段階の協働性」と「言語意識の芽生え」で
あると結論づけました。

研究成果の概要（英文）：We conducted studies to compare the effectiveness of online L2 collaborative
 writing using ICT and examined the changes in learners' attitudes between two groups: one that 
successfully completed the assigned task and the other that did not, classified by the participants'
 online collaborative learning processes. The results showed that the unsuccessful group experienced
 difficulties in the early stages of the task and consequently showed unsatisfactory performance in 
subsequent tasks, resulting in their negative evaluation of collaborative learning. On the other 
hand, the successful group demonstrated an awareness of the languages they shared with the others as
 the task progressed. This led to their positive attitudes towards collaborative learning. 
Therefore, this study concludes that 'early stage collaboration' and 'development of language 
awareness' serve as crucial indicators of successful online L2 collaborative learning activities, 
highlighting the significance of our research.

研究分野： 応用言語学、外国語教育、英語教育

キーワード： Collaborative learning　second language writing　Mixed method research　CALL　CMC　Learning p
rocess　Online collaboration　Writing 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、複数の人々が1つのドキュメントを共有する状況での協働外国語学習の可能性を追求すべく開始しま
した。しかし研究期間中に新型コロナ感染症が広がり、ICTツールを用いたオンライン授業が急速に広まった結
果、本研究は国内外の研究や実践に示唆を与えるものとなりました。また本研究ではタスクを3つの時系列に分
け、参加者の関与度や意識変化を定量的、質的に分析しました。これは学習者の活動プロセスを可視化するツー
ルの開発によって可能となりましたが、このアプローチを用いた研究はまだ多くはありません。よって本研究は
研究結果だけでなく使用ツールや混合研究の方法論においても新規性と独創性を持つものと考えられます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
ICT を活用した外国語教育が、教室や自宅のパーソナルコンピュータではなく、スマートフォン
やタブレットのような個人所有の携帯デバイスを利用する BYOD 環境に移行しています。これ
により場所や時間に縛られず学習が可能となり、おもに教室にて行われてきたものとは異なる
新たな学習スタイルが生まれつつあります。さらに、ICT 環境では学習者のアクセス履歴が記録
され、「何が学習過程で起こっているのか」を観察することが可能になりました。このような状
況下で、BYOD 時代の新しい外国語学習の全体像を把握し、その輪郭を明確に提示することが
重要と考え、本研究に着手しました。 
 
２．研究の目的 
上記の背景を考慮し、本研究では BYOD 環境での外国語学習における「協働学習」に焦点を当
てました。具体的には、英語を用いてオンライン上で協働しながら行う活動のプロセスを観察し、
協働学習がどのように機能し、どの要素が参加者の協働学習に対する肯定的な態度に寄与して
いるのか、そしてそれらを評価するための指標は何かを探求することを目的としました。 
 
３．研究の方法 
研究代表者、研究分担者が所属する 2つの大学に所属する 98名の学生に対して、Google ドキュ
メントを用いてオンライン上で 1 つのドキュメントを 4-5 名で構成されたグループ単位で共有
し、非対面で並行して英文エッセイを作成する課題を行なってもらった。各グループの活動プロ
セスは、Google ドキュメントの拡張機能ツールを用いて、アクセス回数、執筆語数、編集語数
を視覚化し、活動がスムースに行えたグループと、うまくできなかったグループがあることが観
察された。 
 
学生には課題の前後に協働学習の有用性、態度、抵抗感についての選択式アンケートに回答して
もらった。、課題終了後に各グループのからランダムに選出した 1人の学生に対して自身が行っ
た協働ライティング活動プロセスを振り返ってもらい、活動期間中の意識の変化について回答
してもらう半構造化インタビューを実施した。協働ライティング課題は時系列ごとにブレイン
ストーミング、 ライティング、校正の 3段階を設定し、インタビューではそれぞれの段階にお
ける協働活動プロセスについて話してもらうようにした。課題前後で実施したアンケート結果
とインタビューでの回答データを混合研究法の手順に沿って分析し、オンライン協働活動学習
の諸相を捉えることを目指した。 
具体的には、活動履歴視覚化ツールを用いて協働ライティングがうまくできたグループとそう
でないグループを分け、それぞれのアンケート結果を確認した上で、2つのグループの差はどの
段階でどのように生じたかを検証した。 
 
 
本研究では、研究代表者と研究分担者が所属する 2つの大学の 98 名の学生に対して、Google ド
キュメントを活用して 4-5 名のグループで協働してオンライン上で 1 つの英文エッセイを執筆
する課題を実施しました。各グループの活動プロセスは、Google ドキュメントの拡張機能を使
用してアクセス回数と時間、書いた語数、修正した語数を視覚化し、グループごとの作業の進行
具合を観察しました。 
 
学生には課題の前後で協働学習の有用性、態度、抵抗感に関するアンケートに回答してもらいま
した。また、各グループからランダムに選出した 1 人の学生に半構造化インタビューを実施し、
協働ライティング活動プロセスを振り返ってもらうと共に、活動を通した協働学習への態度や
意識の違いについて回答してもらいました。課題前後のアンケート結果とインタビューの回答
データを混合研究法の手順に従って分析し、オンライン協働学習活動の全体像を明らかにしま
した。具体的には、活動履歴視覚化ツールを用いて、協働ライティングがスムーズに進行したグ
ループとそうでなかったグループに分け、各グループのアンケート結果を確認しました。その上
で、両グループ間の差がどの段階でどのように生じたかを検証しました。 
 
４．研究成果 
学習履歴可視化ツールを用いて、協働学習の過程を可視化した結果を以下に示します。一つは作
業が均一に進行し、特定のメンバーに過度な負担がかからなかったグループで、スムーズに活動
が進行したと言えます。 



 

 
もう一つは、一定期間特定のメンバーのみが作業に関与し、課題提出直前に他のメンバーが協働
活動を本格化したグループで、この場合は作業がスムーズに進行していませんでした。 
 

 
インタビューの回答を文字化し、グラウンデッドセオリーを用いた分析結果によれば、協働活動
がスムーズに進行したグループとそうでないグループの間で大きな違いが見られました。協働
活動がスムーズでなかったグループは、ブレインストーミングの段階で問題が生じ、その後の活
動の評価が否定的になる傾向がありました。対照的に、スムーズに進行したグループは、活動の
進行とともに言語への意識が向上し、協働活動に慣れ、その結果として協働学習への態度もより
肯定的になりました。 
 
 
このことから、ICT ツールを活用した協働学習では、活動初期の問題を解消し、活動の成否を左
右する要素を把握すること、そして他者との言語のやりとりに対する意識を高めることが、活動
の評価を高めることにつながると結論づけられました。これらの分析は、量的および質的データ
の混合分析、および学習過程の可視化ツールの活用によって、初めて実証可能となりました。 

 
 
この研究に加えて、BYOD 環境における外国語学習の効果検証に関する研究を並行して進め、そ
の成果を学会発表や論文の形で公開することができました。研究期間中に新型コロナウイルス
の感染拡大により、学生からのデータ収集や発表が困難となった期間がありました。その結果、
評価指標の開発まで進めることはできませんでしたが、これは次の研究テーマとして引き続き



取り組む予定です。 
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